
日本史授業プリント中世１５(043) 中世後期の社会・経済（１） 

 

農業の発達と惣村 

Ａ．農業生産力の増大  …経営の多角化・集約化  ←耕地面積の急増はない 

 １二毛作の一般化…関東へも  畿内など先進地域では２三毛作(米･麦･ソバなど) 

 ３鉄製農具・牛馬使用の一般化  灌漑・排水設備の整備  <例>水車、４竜骨車 

  肥料…５従来の刈敷・草木灰・厩肥に加えて６下肥
しもごえ

  (人糞尿)が普及 

   稲の品種改良  <例>７早稲
わ せ

・中稲
なかて

・晩稲
おくて

の作付 

  ※８大唐米
だいとうまい

の輸入…東南アジア産。赤色・多収穫・干ばつや虫害に強い。  

  ☆ 生産力の増大→９名主の地主化 さらに新興小農民の台頭 

土地を10作人に貸して11加地子
か じ し

(小作料)をとる 

Ｂ．農村の自治と抵抗 

12惣
そう

 (惣村)の成立…農村の自治組織 鎌倉末期・南北朝期以降、13畿内など先進地域に 

 ・有力名主が農民全体(惣 百 姓
そうびゃくしょう

)を統率し、14用水・15入会地   (共有地)の管理などを行う 

16乙名  、17沙汰人  、18番頭、19年寄などと呼ばれる 

 ・重要事項は 20寄合  (名主・新興小農民で構成)で決定 鎮守
ちんじゅ

(地域神)の祭礼は 21宮座  で行う 

・自分たちで警察権・裁判権を行使 自分たちで規則・罰則も定める ※本来は守護の権限 

     22地下
じ げ

検断   、23自検断  24惣掟  、25地下掟
おきて

、26村掟、27村法 

 ・荘園領主への年貢納入も請け負う…28地下請、29百姓請、30村請 

   <例>31近江国今掘・菅浦        神水を飲み交わして精神的結束＝34一味同心 

☆領主への抵抗…32起請文
きしょうもん

の作成 33一味神水
いちみしんすい

   による団結 

・35愁訴
しゅうそ

…集団で嘆願(百姓申状)    ・36強訴
ごうそ

…集団で訴える 

  ・37逃散  …団結して耕作を放棄し、他領や山野へ一時的に退去   ※さらに土一揆へ発展する場合も 

☆38惣郷(郷村)…惣の連合体 年貢の減免  代官の解任  関所の撤廃 徳政令の発布  などを要求 

要因 ・打ち続く乱世→自衛の必要性  

・生産力の増大→農民層の成長→大名や荘園領主と対抗 中小農民の台頭にも対処 

３年   組   番            . 



商工業の発達                                                 職人 尽
づくし

絵の一種 

  手工業  職人の活躍  <例>39鍛冶
か じ

・40鋳物師
い も じ

・番匠
じょう

・塗師 →｢七十一番職人歌合｣などに描写 

          各地に名産 <例> 紙…美濃(美濃紙)・播磨(41杉原
すいばら

紙)・越前(42鳥の子紙)など 

  行商  43振売
ふりうり

(天秤棒で)・44連雀
れんじゃく

商人   (箱型の運搬具で)、 

45桂女
め

(頭を白布で巻いた姿で鮎・飴を売る) 、46大原女
め

(炭・薪を頭上にのせて売る) 

  運輸 47馬借  (近江国48坂本  ・49大津  などに発達)、50車借  (牛)、51廻船 

    52問屋  …物資の仲買・保管・輸送・委託販売や商人宿 ←問丸(鎌倉期)     

    ※53関所…幕府・公家・寺社らが設置 関銭・津料の徴収→重要な財源 経済の発達を阻害                                    

  市  三斎市・54六斎市(月６回)の増加    特定商品の市…55京の米場(米市)・56淀の魚市など 

      ☆57市座…市の特定商人の販売座席  市座銭の納入 

  58座 の発展 

 

               ①61原料購入・販売の独占  ②62市場税・関税の免除 

  <例>63大山崎油座   …本所は64離宮八幡宮(65石清水八幡宮の元社) 座衆を66神人
じにん

と呼ぶ 

                         原料(67荏
え

胡麻
ご ま

)の購入(中国・四国地方)と製品販売(10カ国以上)の独占権 

        68祇園社綿座、69北野神社麹
こうじ

座、四府駕輿丁座
し ふ か よ ち ょ う ざ

、青苧
あおそ

座など 

          ※綿＝繭で作った綿   もとは駕輿丁
かよちょう

(天皇や神事の輿を担ぐ仕事)→特権商人化 

      ※逆に70流通経済の妨げに→新興商人と対立 

その他 製塩(塩田) 瀬戸内など 71揚浜
あげはま

式(浜辺で海水を運び上げる方式)が主                                             

     鉱業  新鉱山の発見   <例> 備中銅、72甲斐金、73石見銀     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時代順問題練習 <大学入試センター2015年Ｂ追試験>   

Ⅰ②幕府の命によって，一国内の荘園・公領が調査され，大田文が作られはじめた。鎌倉 

Ⅱ①はじめて記録荘園券契所が設置され，荘園の整理が行われた。平安 

Ⅲ③惣村に年貢の納入等を請け負わせる地下請がひろがった。室町 

59本所 60座衆 
営業上の特権 

座役の納入 
(職人) 

(貴族・寺社) 

坂
本
・
大
津
は
京
の
外
港 

●大津 

坂
本
● 

京都◎ 

●大山崎 
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